
 

 

地域目線とサービスの隙間のギャップに、助けあいのヒントが。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■みんなで話し合いたい 10のテーマ 
１）自力で避難することが困難な人の見守り体制 

２）ふれあいサロンを活かした交流の場 

３）垣根を越えてつながる話し合いの場 

４）地域ぐるみで子育て応援 

５）お互いを思いやる地域づくり 

６）地域で取り組むちょっとした手助け 

７）みんなが参加しやすいボランティア 

８）地域で発揮する事業所のチカラ 

９）ひらかれた公民館 

10）身近なところでの情報発信 

 第３回「話し合いの場」には、４６名（地域住民 

１２名、民生委員･児童委員１７名、事業所等１７名） 

が参加しました。前回までの２回は、地域の現状を 

踏まえたうえで、地域の側の目線から“何ができる 

か”また“何が必要か”を考えてきました。そこで 

今回は、高齢者のケアプランの事例を活用し、制度 

上のサービスの隙間から見える『ちょっとした手助 

け』の必要性について考えました。地域と事業所が 

１つの机を囲むことで、地域で暮らし続けるための 

仕組みづくりについて異なる目線から意見を出し合 

うことができ、お互いに刺激を受けました。 

本日のプログラム 

 １．開会 

 ２．前回のふり返り（社協から） 

 ３．グループ編成（８ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 ４．意識確認 “あらためて介護を考える” 

 ５．ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ “ケアプランの事例から 

｢ちょっとした手助け｣を考える” 

 ６．まとめ 

 ７．次回案内、閉会 

全体のおおまかな流れ 

町や地域の 

課題・現状は？ 

今から何が必要？ 

まずは集まって 

みんなで話そう！ 

やりたいことで 

グループをつくろう！ 

やってみよう！ 

やりたいことの実践 

こんなことやりたい！ 

やりたいこと 

の企画 

・目的は？ 

・対象は？ 

・場所は？など 

いこいの里／参加者 46 名 

【問合せ】岡垣町役場福祉課(松山･社川)☎282-1211 ／ 岡垣町社会福祉協議会(江口･田之上)☎283-2940 

【作 成】社会福祉法人 岡垣町社会福祉協議会 



制度･サービスと｢ちょっとした手助け｣の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ケアプランを活用した事例検討 

前回まで（第１回・第２回）は、地域の現状を踏まえたうえで、 

地域の側の目線から“何ができるか”また“何が必要か”を考え 

てきました。そこで今回はちょっと目線を変えて、高齢者のケア 

プラン事例を活用し、制度上のサービスの隙間から見える『ちょ 

っとした手助け』の必要性について考えました。日頃、地域での 

助け合いに取り組んでいる住民や民生委員の目線と、サービスを 

提供する側である事業者がお互いの立場や取り組み内容を知るこ 

で、相互に補完する関係づくりのヒントが見えてきました。 

②ちょっとした手助けの取り組みイメージ 

今回のまとめとして、具体的に取り組むためにグ

ループ毎に次のテーマで意見を出し合いました。 

①取り組みの範囲 ②対象者 

③提供者（取り組む人） ④取り組みの資金 

これは、結果として意見が多かったものだけが重

要というわけではありません。少ない意見の中に

も、どんな対象者に対してどのような取り組みが

必要か、またどんな範囲で取り組むことができる

かを考えるためのヒントがあるはずです。 

「あの人は、サービスを使うようになったから、

プロに任せたら大丈夫」という声を聞くことがあ

ります。しかし、要介護度にもよりますが、サー

ビスを利用している時間は、１日や１週間という

時間の中のごくわずか。サービスの隙間の時間は、

意外と長いのです。そこで、サービス以外の時間

を想像することで、何ができるか、今あるもので

何を活かせるかについて意見を出し合いました。 

【主な意見】 

・ふれあいサロン ・買い物支援 

・病院の送迎 

・散歩の付き添い 

・ゴミ出し 

・見守りや声かけなど 

② 

③ 

① 

①サービスだけのプランを見て、利用者の年齢や世帯状 

況などを想像して記入≪→実際の利用者の状況発表≫ 

②サービス以外の空白部分の過ごし方を想像して記入 

③想像した過ごし方の中で、生活支援（ちょっとした手 

助け）としてできることを記入 

範 囲 ・自治区(6) ・校区(2) ・町全体(1) 

対象者 

・高齢者(6) ・障がい者(4) ・こども(1) 

・母子家庭(1) ・生活困窮者(1) 

・手助けが必要な人(1) ・買い物困難者(1) 

・介護保険サービスを受けている人(1) 

・通院できない人(1) ・アンケートで募る(2) 

提供者 

・近所などの地域住民(5) ・ボランティア(5) 

・民生委員(2) ・行政･社協(2) ・賛同者(2) 

・区の役員(1) ・福祉委員(1) ・一般業者(1) 

・シルバー(1) ・個人的な依頼(1) 

資 金 
・受益者負担(7) ・町の補助(5) 

・ボランティアポイントの活用(1) 

8 グループの意見を集約：複数回答可 


